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編 集 責 任
教 宣 部 長
木 川 治

大
会
は
、
９
時
３０
分
に
開
会
。

議
長
に
寺
沼
（
足
立
東
）
・
張

替
（
千
代
田
）
両
代
議
員
を
選

出
し
、
両
議
長
の
も
と
で
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
西
川
委
員

長
は
、
こ
の
間
、
組
織
内
で
の

二
組
問
題
や
、
各
区
、
一
組
に

お
け
る
委
託
の
拡
大
、
非
正
規
、

派
遣
職
員
の
拡
大
と
い
っ
た
大

変
厳
し
い
状
況
、
攻
撃
が
続
き

ま
す
が
、
さ
ら
な
る
闘
う
体
制

確
立
と
団
結
強
化
が
図
ら
れ
る

大
会
と
す
る
よ
う
訴
え
ま
し

た
。大

会
で
は
、
日
曜
日
に
も
関

わ
ら
ず
別
項
の
と
お
り
多
く
の

来
賓
が
出
席
さ
れ
、
自
治
労
都

本
部
、
遠
藤
中
央
執
行
委
員
長

・
都
労
連
、
飯
島
組
織
共
闘
部

長
の
お
二
人
よ
り
激
励
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
多
く
の
方
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。続

い
て
資
格
審
査
委
員
会
の

報
告
を
受
け
大
会
の
成
立
を
宣

言
し
、
大
会
運
営
委
員
会
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
杉
並
支
部

の
吉
田
代
議
員
か
ら
意
見
が
だ

さ
れ
、
そ
の
意
見
に
つ
い
て
、

大
会
運
営
委
員
会
で
審
議
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
全
体
で
報
告

を
確
認
し
ま
し
た
。

続
い
て
単
組
と
し
て
初
め
て

取
り
組
ん
だ
０６
賃
金
確
定
闘

争
、
統
一
交
渉
を
め
ぐ
る
都
労

委
闘
争
を
中
心
に
経
過
報
告
（
質

疑
・
討
論
・
採
決
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
組
織
財
政
方

針
（
案
）
、
２
０
０
８
年
度
運
動

方
針
（
案
）
を
中
心
に
質
疑
が

行
わ
れ
、
規
約
・
規

定

改

定

（
案
）
の
質
疑
・
討
論
・
採
決

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
大
田
工
場
・
港
工
場

提
案
の
「
役
員
選
挙
規
程
に
関

わ
っ
て
の
信
任
投
票
を
実
施
す

る
決
議
（
案
）
」
に
つ
い
て
、

質
疑
・
応
答
・
採
決

が

行

わ

れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
本
部
提
案
の
決
議

案
を
承
認
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

東
京
清
掃
労
働
組
合
第
７６
回
定
期
大
会
が
９
月
３０

日
、
全
電
通
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
当
局
の
労
働
組
合
つ
ぶ
し
の
攻
撃
で
あ

る
時
間
内
組
合
活
動
の
見
直
し
に
よ
り
、
日
曜
日
の

開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
代
議
員
の
欠
席

も
少
な
く
、
労
働
条
件
の
改
善
を
は
じ
め
、
安
全
な

職
場
を
目
指
し
、
各
支
部
、
総
支
部
か
ら
さ
ら
な
る

組
織
強
化
、
団
結
強
化
に
む
け
て
、
対
当
局
の
悪
ら

つ
な
攻
撃
を
打
破
す
る
た
め
に
、
新
た
な
闘
い
に
立

ち
向
か
う
一
歩
を
ふ
み
出
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

本
日
の
定
期
大
会
は
６
月
か
ら
の
時
間

内
組
合
活
動
へ
の
締
め
付
け
に
よ
り
、
日

曜
日
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

時
間
内
組
合
活
動
規

制
は
、
自
治
体
労
働

運
動
へ
の
弱
体
化
攻

撃
そ
の
も
の
で
あ

り
、
労
働
組
合
潰
し

で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
、
不
当

な
攻
撃
に
屈
服
す
る
こ
と
な
く
闘
う
体
制

の
確
立
に
向
け
て
本
定
期
大
会
に
お
い
て

向
こ
う
一
年
間
の
方
針
を
確
立
し
て
行
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

私
ど
も
は
、
単
組
清
掃
労
組
と
し
て
２

年
目
の
年
で
あ
り
ま
す
が
、
２
組
問
題
や

各
区
に
お
け
る
退
職
不
補
充
を
施
策
と
し

た
欠
員
不
補
充
・
人
員
削
減
攻
撃
の
も

と
、
委
託
拡
大
や
非
正
規
・
派
遣
の
拡

大
、
清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に

よ
る
運
転
管
理
業
務
の
委
託
と
い
っ
た
大

変
厳
し
い
攻
撃
が
続

き
ま
す
が
、
本
定
期

大
会
に
お
い
て
活
発

な
議
論
の
基
、
生
活

と
権
利
を
守
る
た

め
、
さ
ら
な
る
闘
う

体
制
確
立
と
団
結
強
化
が
図
ら
れ
る
大
会

に
な
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
執
行
部
を
代

表
し
て
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

第
７６
回
定
期
大
会

特

集

号

中
央
執
行
委
員
長

西
川

卓
吾

活
発
な
議
論
で

闘
う
団
結
つ
く
ろ
う

議長団の寺沼・張替両代議員
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経
過
報
告
の
質
疑

一
般
経
過
報
告
に
は
、
３
人

の
代
議
員
か
ら
質
疑
と
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
戸
枝
代
議
員

（
多
摩
川
自
）
か
ら
は
、
９
件

の
質
問
が
出
さ
れ
、
本
部
の
総

括
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
村
山
代
議
員
（
石
神
井
）

か
ら
は
、
公
務
災
害
認
定
闘
争

の
報
告
と
要
望
が
述
べ
ら
れ
、

職
場
で
の
取
り
組
み
の
重
要
さ

を
訴
え
ま
し
た
。
木
村
代
議
員

（
江
東
）
か
ら
は
、
支
部
の
育

英
資
金
カ
ン
パ
に
つ
い
て
協
力

の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
提
案
者
の
大
島
書
記
長
、

担
当
専
門
部
長
の
答
弁
が
あ

り
、
全
体
の
拍
手
で
経
過
報
告

は
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
）
昨
年
の
賃
金
確
定
闘

争
に
お
い
て
、
特
区
連
と
の
連

帯
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

（
答
弁
）
具
体
的
な
行
動
は
基

本
的
に
別
行
動
で
す
が
、
区
長

会
要
請
・
決
起
集
会
等
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
事
委
員

会
勧
告
と
の
関
係
か
ら
は
、
必

要
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
質
）
統
一
交
渉
の
関
係
で
、

部
長
会
が
逃
げ
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
が
、
ど
う
い
う
形
で
部

長
会
を
追
い
込
む
取
り
組
み
を

し
た
の
か
。

（
答
）
清
掃
部
長
会
は
２３
人
お

り
ま
す
。
部
長
会
の
な
か
の
議

論
が
ひ
と
つ
に
な
ら
な
い
の
も

事
実
で
す
。
相
手
が
２３
人
い
て

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
確
か
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
善
の
方
向

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
質
）
作
業
計
画
に
つ
い
て
、

予
算
編
成
の
時
期
を
逃
が
し
て

交
渉
せ
ざ
る
を
得
な
い
日
程
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
願

い
た
い
。

（
答
）
部
長
会
と
の
協
議
調
整

の
場
に
つ
い
て
精
力
的
に
取
り

組
み
を
行
っ
た
が
、
各
区
段
階

で
の
交
渉
が
非
常
に
時
間
が
な

い
と
い
う
事
態
が
で
き
て
し
ま

っ
た
の
は
事
実
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
お
詫
び
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
質
）
組
織
強
化
の
部
分
で
苦

情
処
理
の
協
約
を
当
初
、
東
交
、

東
水
労
な
み
の
取
り
扱
い
を
と

ろ
う
と
し
て
は
じ
め
た
が
、
実

態
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

（
答
）
苦
情
処
理
の
職
務
に
つ

い
て
、
協
約
を
締
結
す
る
際
、

委
員
の
職
務
に
つ
い
て
会
議
等

だ
け
で
な
く
、
調
査
等
に
つ
い

て
も
行
え
る
よ
う
全
区
に
て
対

応
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
苦
情
処
理
の
対
応

に
つ
い
て
、
職
免
を
使
う
区
と

使
わ
な
い
区
が
混
在
し
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

（
意
見
）
公
務
災
害
に
つ
い
て
、

通
常
動
作
の
範
囲
の
被
災
に
つ

い
て
最
高
裁
の
判
例
を
生
か

し
、
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

（
答
）
認
定
基
準
そ
の
も
の
を

見
直
す
闘
争
を
進
め
て
い
く
。

方
針
に
つ

い
て
の
質

疑北
原
副
委
員
長

か
ら
組
織
財
政
方

針
（
案
）
が
提
起

さ
れ
、
戸
枝
代
議

員
（
多
摩
川
自
）

か
ら
基
幹
的
組
織

運

営

の

あ

り

か

た
、
地
連
の
組
織

強
化
に
つ
い
て
、

支
部
の
財
政
問
題

等
質
問
が
さ
れ
、

河
野
代
議
員
（
板
橋
工
）
支
部

の
交
付
金
の
増
額
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
本
部
か
ら
積
極
的
に

検
討
す
る
と
の
答
弁
の
後
、
拍

手
に
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
金
澤
副
委
員
長
か

ら
２
０
０
８
年

度

運

動

方

針

（
案
）
が
提
起
さ
れ
、
野
添
代

議
員
（
港
工
）
か
ら
支
部
・
総

支
部
の
運
営
を
支
え
る
た
め
に

交
付
金
を
増
額
し
て
ほ
し
い
。

阿
美
代
議
員
（
新
宿
）
、
戸
枝

代
議
委
員
（
多
摩
川
自
）
坂
本

代
議
員
（
杉
並
）
相
葉
代
議
員

（
品
川
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
質
問

が
さ
れ
、
本
部
執
行
部
よ
り
答

弁
の
後
、
議
長
の
「
総
括
答
弁

は
最
後
の
委
員
長
あ
い
さ
つ
の

中
で
」
の
発
言
を
受
け
、
拍
手

に
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
質
）
基
本
的
機
関
運
営
の
と

こ
ろ
で
、
中
執
の
行
動
に
つ
い

て
具
体
的
に
方
針
に
沿
っ
て
は

行
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
答
）
常
駐
の
委
員
長
、
書
記

長
、
書
記
さ
ん
も
含
め
て
役
割

分
担
を
し
て
行
っ
て
い
く
。

（
質
）
地
連
の
役
割
分
担
に
つ

い
て
、
今
回
の
提
起
で
強
化
が

で
き
る
の
か
。

（
答
）
地
連
毎
に
担
当
常
任
を

設
置
し
て
、
担
当
常
任
が
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

地
連
出
身
の
区
担
当
中
執
が
情

報
の
交
流
を
通
し
て
具
体
的
な

問
題
に
対
応
を
し

て
い
く
。

（
質
）
各

支

部

の

交
付
金
を
毎
年
１

０
０
万
円
ぐ
ら
い

ず
つ
増
額
す
べ
き

だ
。

（
答
）
組
織
財
政

検
討
委
員
会
の
な

か
で
、ど
れ
だ
け
の

額
を
本
部
と
し
て

対
応
で
き
る
か
今

後
検
討
し
て
い
く
。

運
動
方
針
に
つ
い
て
の
質
疑

（
質
）
各
区
・
一
組
の
支
部
運

営
（
財
政
的
に
）
が
大
変
な
な

か
、
財
政
措
置
を
犠
救
を
取
り

崩
し
て
対
応
す
べ
き
だ
。

（
答
）
組
織
財
政
検
討
委
員
会

で
検
討
を
し
て
い
く
。

（
質
）
直
営
堅
持
に
つ
い
て
、

今
後
の
東
京
清
掃
と
し
て
の
考

え
方
を
お
聞
き
し
た
い
。

（
答
）
直
営
堅
持
の
方
針
は
、

従
前
と
変
わ
ら
な
い
。

（
質
）
退
職
手
当
の
算
出
基
礎

か
ら
１
３
�
０
０
０
円

を

引

い

て
し
ま
う
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
、
ど
う
回
復
す
る
の
か
。

（
答
）
退
職
金
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
要
求
と
し
て
は
生
き
て

い
ま
す
。
団
体
交
渉
で
も
扱
っ

て
き
て
い
る
こ
と
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
措
置
を
ど

う
す
る
の
か
は
、
今
後
、
当
局

と
協
議
す
る
。

（
質
）
各
区
の
民
間
委
託
攻
撃

に
全
組
織
を
挙
げ
て
闘
う
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
闘
う
の
か
。

（
答
）
実
態
に
合
わ
せ
、
各
専

門
部
に
て
様
々
な
取
り
組
み
を

行
う
。

（
質
）
年
々
組
合
員
が
減
少
し

て
い
く
な
か
で
、「
新
規
採
用
」

を
求
め
る
方
針
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
。

（
答
）
各
区
・
一
組
の
人
員
要

求
の
中
で
、
求
め
て
い
ま
す
。

答弁する大島書記長

西川委員長の団結がんばろう 戸枝代議員中澤代議員

江
東
支
部
か
ら
の
お
礼

多
く
の
組
合
員
が
賛
同

故
吉
田
氏
遺
児
育
英
資
金

江東支部の木村代議員より、今大会の

席上、故吉田氏の残された家族、３歳の

お子様と０歳の双子のお子様に対しての

遺児育英資金カンパについて、協力をい

ただいた支部の方々にお礼が述べられま

した。会場の暖かい拍手を聞くとせいそ

う労働者の連帯の大きな力を確認しまし

た。

村山代議員 阿見代議員
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組合員の総団結で組織強化・財政確立をめざす決議（要旨）

本年６月より、各特別区・東京二十三区清掃一部事務組合当局（以下、「区当局等」）

は、いわゆる「無給職免」「組合休暇」の導入を順次、開始した。区当局等による今回

の対応は、特別区における自治体労働運動への弱体化攻撃そのものであり、結果と

して、資本・当局の意図する自治体合理化を推進し、働く者の生活と権利を奪うも

のとなりかねないものである。

わが組合をめぐる状況は、区当局等による、この間の人員削減攻撃・欠員不補充の

なかで、遺憾ながら組合員数の減少が続き、結果として、組合費収入の減少が続い

ている。その反面、生活と権利を守り、労働条件の維持・向上にむけた闘いは、かつ

てなく、その重要性を増している。こうしたなか、本大会は真摯な議論を通じ、「組

織財政方針」を決定した。

区当局等による合理化攻撃の展開、組合活動への全面的な規制強化に対し、わが

組合は、まさに生活と権利、職場を守りきる闘いをより強化していく決意である。こ

の目的の達成にむけ、「組織財政方針」に基づき、組合活動の全領域にわたる点検・見

直し・改善をはかり、より効果的かつ有効な闘争体制の確立をめざすものである。

主要基幹産業を中心に「安定的労使関係」をほぼ確立した総資本は、今や自治労、

日教組等への攻撃を集中している。働く者の諸権利を奪うとともに、自らに都合の

よい自治体再編、教育改革等を強行し、憲法改悪をその最終目標として突進しよう

としている。「働く者の生活と権利を守り、平和と民主主義を守る」とのスローガン

を改めて腹に据えながら、現下の状況に正面から立ち向かい、区当局等による攻撃

をはねかえす強靭な組織作りに全力で取り組む決意である。

以上、決議する。

２００７年９月３０日

東京清掃労働組合第７６回定期大会

１
９
９
０
年
に
第
５
３
回
の

定
期
大
会
で
臨
時
中
央
執
行
委

員
と
し
て
立
候
補
し
、
安
全
担

当
を
３
年
、
賃
金
部
長
を
７
年
、

そ
し
て
世
田
谷
区
の
担
当
を
４

年
間
、
最
後
に
副
委
員
長
と
い

う
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

私
が
中
央
執
行
委
員
に
な
っ

た
と
き
は
、
と
に
か
く
現
場
に

出
な
が
ら
中
央
執
行
委
員
を
や

る
ん
だ
と
い
う
気
構
え
で
始
め

ま
し
て
、
以
後
、
現
在
ま
で
現

場
に
出
て
、
そ
れ
か
ら
本
部
の

役
員
を
担
う
と
い
う
こ
と
で
貫

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
０
０
０

年
を
前
後
し
て
、
数
時
の
区
移

管
反
対
の
闘
い
、
そ
し
て
移
管

後
の
身
分
移
管
の
闘
い
、
そ
し

て
現
在
の
統
一
交
渉
を
勝
ち
取

る
闘
い
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

同
じ
戦
列
の
中
で
闘
わ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
本
当
に
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
３
月
３１
日
を
も

っ
て
定
年
退
職
と
な
る
た
め
、

今
大
会
に
お
い
て
退
任
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
１７
年
間
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
皆

さ
ん
と
闘
っ
て
い
く
と
い
う
気

持
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
大
変
厳
し
い
機

関
運
営
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
中
で
も

体
だ
け
は
大
切
に
し
、
元
気
で

が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

北
原
副
委
員
長

１７
年
の
長
き
に
わ
た
り

ご
苦
労
様
で
し
た

すべての差別を許さず、働きやすい職場環境を目指す決議（要旨）

今年６月２０日、東京二十三区清掃一部事務組合総務課宛に差出人不明の悪質な

差別封書が届いた。その内容は「同和関係の親戚がいる」「同和の親戚関係職員は

使うなよ」と表現し、千歳清掃工場の職員を誹謗・中傷し、被差別部落への差別

意識を煽り立てる差別事件である。

わが組合は、それまでの部落差別への取り組みの不十分さを真剣に受け止め、

本部のもとに人権啓発推進委員会を設置し、清掃・人権交流会とも協力・連携し

取り組んできたところである。

一方、職業差別については、１９９８年９月目黒清掃工場における工場職員を蔑視

する差別ビラの投入事件等が発生し、清掃局に対して差別解消に向けた研修の強

化などを要求してきた。

２００６年６月には「大田区職労土建公環支部ニュース」において「清掃への異動

は、基本的人権の否定である。また、悪質ないじめである」との清掃差別記事が

掲載されたことに対し、大田区職労に対し、事実上の「確認会」を持ち、こうし

た事件が再び起きないよう取り組んできた。

しかし、こうした取り組みにもかかわらず、今回の「清掃一組部落差別投書事

件」が起きたことは非常に残念である。

我々は自らにかけられた清掃職業差別を許さず、正面から取り組んでいく。

清掃職業差別、部落差別、あらゆる差別の撤廃のため、わが組合は、あらため

て原点に立ち戻り、差別のない明るく働きやすい職場環境を目指し運動を強化し

ていくことを決議する。

２００７年９月３０日

東京清掃労働組合第７６回定期大会
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長
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会
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長

他に、『反戦平和・民主主義を守る
闘いを強化する決議』
『国鉄闘争に勝利する決議』

以上の決議があります。

役員選挙規程に則り、信任投票を実施する決議

提案支部 港工場支部・大田工場支部

決議案文

「役員選挙規程第９章 投票 第２２条

⑤候補者が定数を超えない場合は、選挙権のある組合員全員の信任投票を

行いその過半数の信任を得なければならない。」に則り、中央執行委員長、

副中央執行委員長、書記長、書記次長及び専門部長の組合員全員による信任

投票を大会後すみやかに、遅くとも今年中には、実施する。

以上決議する。

２００７年９月３０日

東京清掃労働組合第７６回定期大会

信
任
投
票
を
実
施
す
る
決
議
（
案
）
を

提
案
す
る
稲
葉
代
議
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

同
決
議
（
案
）
へ
の
意
見
を
述
べ
る

田
中
代
議
員
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大会宣言（要旨）
私たちはここに第７６回定期大会を開き、真摯な総括と方針討議をもとに「組織財政方針」

「０８年度運動方針」を決定した。

わが組合は２００６年４月の完全区移管以降、使用者側が２３区・一部事務組合・東京都とい

う複数の自治体に分かれようとも「地公労法」適用で、スト権などを除きほぼ全面的に労

組法が適用される労働組合でいくことを組織方針とし、実態としてその道を確立してき

た。０６賃金確定闘争を始めとする多くの課題を自らの課題として、組織の総力をあげて闘

いぬいてきた。

清掃事業関係の統一交渉を求める都労委闘争は、０６年３月３日の申し立てから既に一年

余りが経過した。都労委からは早期に現実的な対応として、『協議・調整の場』を設けるこ

と等を始めとする事実上の和解勧告といえる「要望」が二度にわたって示された。区長会

側は『協議・調整の場』を設けることを受諾したものの、窓口として指名された清掃主管

部長会の正・副会長の消極的な姿勢で、この『協議・調整の場』は実質的な統一交渉に相

当する場として機能していない。

清掃事業関係の統一交渉を拒否する当局の狙いは、単一の東京清掃労働組合を分断し、

個別攻撃を目論むものであることは明らかである。

我々が担う清掃事業は、区民にとって安全で安心な住環境を提供する公共サービスとし

て位置づけられなければならない分野である。清掃工場にかけられているアウトソーシン

グ攻撃も、東京という大都市の真ん中に立地する清掃工場という大規模プラントの安全性

を根底から脅かすものである。

本来であれば、最優先に考えられなければならない安全性の問題が軽んじられている。

我々は、区民の暮らしを支える労働者として、社会に共感される運動を展開しなければな

らない。各区における市民運動家や推薦・協力議員との共闘を始めとする自治研活動の重

要性は、以前にも増している。

意図的な公務員攻撃や作られた現業切捨ての世論、時間内組合活動の見直し攻撃で、運

動が後退することがあってはならない。労働組合としての自主性や自立性を確固たるもの

とし、本大会で確認された方針を基に、単組東京清掃労働組合として力強く運動を進め、

組織を確立する。

以上、大会の名において宣言する。

２００７年９月３０日

東京清掃労働組合第７６回定期大会

新たな現業系人事・任用制度確立と
２００７賃金確定闘争を闘う決議（要旨）
昨年度の賃金改定交渉では、退職金の調整額導入や職務段階別加

算制度の見直し、期末・勤勉手当の支給割合の変更等、不満な内容

ではあったが、一定の経過措置を設けさせたことや、退職金の調整

額の算定基礎となる技能主任職昇任選考資格基準等について、「技能

主任職昇任選考の受験資格につきましては、今後、技能・業務系職

員の人事制度全体の協議の中で検討してまいりたい」と、抜本的に

改善することを区長会に確認させたこと等を踏まえ、妥結の判断を

した。

総務省は、地方公務員の現業系職員の賃金が類似業種の民間企業

と比較して、１．３～１．６倍程度割高であると指摘しているが、民間企

業の比較対象は１月以上働いている派遣従業員や、臨時の従業員等

の非正規従業員の賃金も含まれている。

従って、諸々の条件の全く違う民間企業と比較することはできな

い。この調査（結果）は、意図的に現業系公務員賃金を狙い撃ちに

しようとする他の何ものでもないことは明白である。

昨年、区長会は、現業系職員の賃金水準についても問題意識を持

っているとして、今年度はこの総務省の調査結果を基に現業系職員

の賃金を大幅に引き下げることを目論んでいる。われわれは、正論

をかざし真っ向から対峙するものである。

また、区長会は、退職手当の支給率について、勤続年数１４年～３１

年の特別区職員の支給率に問題があるとして引き下げを図ろうとし

ている。このことは、中途採用職員が多く存在する現業系職員をね

らい撃ちにしたものであり、断じて容認できないものである。

２００７年賃金確定闘争は、これら総務省の圧力や区長会の暴挙を許

さず、新たな人事・任用制度、納得できる賃金制度を確立するため

全組合員の総力で闘い抜く。

以上、決議する。

２００７年９月３０日
東京清掃労働組合第７６回定期大会

清掃事業に関わる統一交渉を
堅持させる決議（要旨）
区長会は、２００５年１０月の第１回清掃交渉体制協議会交渉におい

て、派遣期間中の清掃事業執行統一交渉１１項目を「平成１８年度以降、

各区がそれぞれの実情に応じて皆さんと必要な対応をしてまいりた

い」とし、各区交渉事項とする到底納得いかない提案をした。

わが組合は、統一交渉の必要性は、大きいと主張し、統一交渉が

不要だとする具体的理由をただちに示すよう強く求めた。しかし、

２００５年１２月の第３回清掃交渉体制協議会交渉で不当にも「提案どお

り当局責任で実施させていただきます」と通告し、問答無用に交渉

を一方的に打ち切り実施した。

このことは、団結力が弱体化し交渉力を失うと判断し、区長会会

長及び２３区長を相手に、昨年３月３日、東京都労働委員会に「不当

労働行為救済」の訴えを行い、労働委員会闘争に突入した。

こうした下、６月１９日の都労委調査において、「事業の実施に関す

る事項については、連絡、意見交換及び協議調整の場を設けること

とし、申立組合と清掃部長会において、これに当たること。」と協

議の進展を促す「要望」が文書で示された。

このことは「協議調整の場とは、情報提供だけで良い」とする考

え方を否定し、連絡は情報提供、意見交換は労使確認であり、協議

調整というのは、連絡や意見交換と明らかに違う労使による交渉を

意味した「和解勧告」そのものである。

これまでの清掃事業統一交渉で確認されてきた「２３区共通基準」

は、我々の労働条件そのものであり、清掃事業の大転換となる廃プ

ラスチックのサーマルリサイクルの本格実施が間じかに迫り、改め

て清掃事業統一交渉の果たしてきた役割や事実を率直に認め、「２３区

共通基準」を引き続き統一交渉とすることを区長会に対し強く求

め、組合の分断と弱体化を許さず、組織の総力を挙げ断固闘いぬく

ものである。

以上、決議する。

２００７年９月３０日
東京清掃労働組合第７６回定期大会
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